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背景と目的 

 森林の動態や樹木の個体群動態を研究する上で，種子散布や埋土種子のデータは極めて重要であ
る。また遣伝資源としての種子の保存や，天然下種更新などの施業上の要請を考えても，できるだけ
多くの樹種の種子標本の収集と種子検索法の確立をはかることが急務である。しかしこれまでは，豊
凶や種子が微細で採取がむずかしい樹種があり，十分な種数が収集できなかった。また単に収集の
みで検索可能な記載も不十分なままであった。この研究では，できるだけ多くの樹種について検索可
能な種子の記載方式を確立し，パソコンで高速検索が可能な情報ファイルをデータベースとして整備
することを目的とした。  

 
成果 

 これまでに木本，草本合わせて，82科384種の標本を収集した。これは日本産樹木のすべてを収集
したものではないが，常緑広葉樹林の普通にみられる樹種や草本は網羅している。これらの標本を元
に記載事項を選択し，検索用データベースの記載方式を開発した（表1）。これはドングリをつくる仲間
のアカガシ（Quercus acuta ）の例であるが，光沢や表面の形態，厳密に測定したサイズ，近縁種との
区別点など，従来の図鑑などに比ベ，種子検索に必要な情報を数多く盛り込んでいる。データベース
はマッキントッシュの一般的なソフトである“ファイルメーカー”上で構築してあり，高速検索が可能であ
る。これとは別に全標本について種子の写真を取り，図鑑用の記載文をつけて将来，図鑑として出版
できるよう整理してある（図1）。写真の一部は画像ファイルとしてマッキントッシュ用ピクトファイルに保
存してあり，データベースとの併用で画像も検索できるようなシステムの構築に将来は進む予定であ
る。今後は標本の種数をできるだけ増やし，パソコン用のデータベースと画像ファイルを希望者にディ
スクで頒布できるよう整備を計る必要がある。 
 



  


